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 本論文は二つの主要部分からなる。第一の部分では、地すべりとは既存の地質体が面（剪断面）により切断
され、その上部の地質体（移動土塊）が地表面に沿って移動する現象であると規定した上で、移動土塊をひと
つの地質体として取り扱う場合（イベントｄ）と移動土塊中の地質構造が保存される場合（イベントｄ*）を論
じ、それぞれのイベントによる地質構造の変化を漸化式の形式で表現する一般式を与えた。特に、後者では移
動土塊中の地質体と境界面の論理的関係が保存されることを巧妙に活用して定式化を行っている点が注目され
る。さらに、それぞれの漸化式は堆積作用、侵食作用、断層運動によって形成される地質構造の論理モデルの
帰納的定義に組み込めるように形式を整えており、このことにより、堆積作用、侵食作用、断層運動、地すべ
りによって形成される地質構造の論理モデルの定義として一般化できた点が重要である。 
 第二の部分では、地すべりによって形成される地質構造を表現する論理モデルにもとづいて、1995年兵庫県
南部地震に伴って発生した仁川地すべりの三次元地質モデルの構築方法を論じている。地すべりの状況から地
形区分を行い、その結果を参照しながら、地すべり前の地形図、地すべり後の地形図、ボーリング資料を、剪
断面の形状（DEM）を推定するための不等式標高データとして最大限に活用している点に独創性が見られる。 
 本論文は地すべりを含む地質構造の三次元モデリングの基礎理論を提唱するとともに、その活用法を論じた
ものであり、地すべりに関わる地盤災害を予測するための浸透流解析や安定解析などの三次元地盤解析やハザ
ードマップの作成への応用が期待される。 
 よって、本論文は博士（理学）の学位を授与するに値すると審査した。 
